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投信販売における顧客本位のファンド情報はどうあるべきか

『ポイント』
 顧客本位の業務運営において、顧客へのわかりやすい情報提供が求められている。この
背景には、これまでは、リテラシーの低い個⼈に対して販売サイド⽬線による情報提供
が⾏われていたとの課題認識がある。

 顧客の資産形成に資するファンドの情報では、顧客属性や顧客意向に適った特徴を有し
ているファンドかどうかを、わかりやすい形で提供することが望まれる。

 例えば、ファンドの特徴を「価格変動」「資産との連動性や分散度合い」「費⽤⽔準」
「規模」や「運⽤期間」など、資産形成を考えるにあたって考慮すべき項⽬を⾒える化
する。それらを同⼀基準で、顧客にもわかりやすいレイティング形式で⼀覧表⽰すれば、
販売サイドと顧客双⽅の情報共有も進み、また、複数ファンドの⽐較なども容易になる。

 いままでの投信販売における情報提供は、販売サイド⽬線であるとか販売担当者の⼒量
に頼っていたが、有効な提案ツールの活⽤や顧客⽬線の情報提供を活⽤することによっ
て、より顧客本位のものになるだろう。
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これまでの情報提供

（主に、販売サイド目線）

個別ファンドの説明資料

（販売用資料等）

ファンド属性の断片的な情報

（運用実績レイティング、費用）

顧客本位の情報提供

（顧客の資産形成目線）

顧客属性や顧客意向との

照らし合わせができる多面的な情報

販売サイドと顧客サイド双方が

共有できる形式

理解が深まる

わかりやすい表示

共通基準を用い、

ファンド間の比較等が容易

Ｐ３０，３３

Ｐ３１、３２

Ｐ３１、３２

Ｐ３４，３５
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ファンドのリスク水準 顧客の許容リスクとの関連

ファンドの複雑性 顧客のリテラシーとの関連

ファンドの分散度合い

投資効率や運用実績の信頼性の確
認

ファンドの費用水準
顧客の投資スタンス（投資期間）との
関連

顧客のリテラシーとの関連

ファンドのリターン（運用実績）

顧客が受け入れられるリスク水準なのか顧客が受け入れられるリスク水準なのか

顧客が価格変動を理解できるファンドか顧客が価格変動を理解できるファンドか

まっとうな運用成果を示しているのかまっとうな運用成果を示しているのか

長期投資では費用水準の重要度は増す長期投資では費用水準の重要度は増す

顧客は想定外の価格変動を受け入れられるか顧客は想定外の価格変動を受け入れられるか

＜項目＞ ＜顧客属性との関連＞ ＜チェックポイント＞
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ファンドの規模 運用の安定性、継続性との関連

ファンドの歴史 運用の信頼性との関連

ファンドの資金流出入

ファンドの分配金 分配期待や投資効率との関連

ファンドの注目度との関連

広く支持されているファンドなのか広く支持されているファンドなのか

運用状況が確認できるファンドなのか運用状況が確認できるファンドなのか

分配金の水準や妥当性はどうか分配金の水準や妥当性はどうか

人気を博しているファンドなのか人気を博しているファンドなのか

＜項目＞ ＜投資意向等との関連＞ ＜チェックポイント＞



http://www.mab.jp/mab-index/ 8



http://www.mab.jp/mab-index/ 9



http://www.mab.jp/mab-index/ 10

【Ａ】投資にまわす

お金の配分

【Ｂ】投資資産の選択・配分

【Ｃ】ファンドの選択 運用実績（リターン）によるファン
ド比較は、主にこの部分
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顧客の資産形成
ニーズに則した

提案

ファンドの特徴が
適していることの

確認

顧客の納
得感・信頼
性の向上
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